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03年度決算の特徴03年度決算の特徴
ポイントポイント

２期連続の増収増益
　　ｰ営業利益、当期利益で最高益更新

粗利益額の伸び
　　ｰ事業ポートフォリオの改善と生産革新

総資産のスリム化ｰROA6.7%（+1.2%）

新しい利益成長ｰ景気に依存しない成長構造
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(年度)

<中期経営計画>
II IIII IIIIII IVIV ““GG--2121””

中期計画と利益推移（１）中期計画と利益推移（１）
独創性の高い技術を基盤に多方面に事業展開

中期経営計画＝長期ビジョンを重視

・事業ポートフォリオの
　高付加価値化
・生産革新の効果

84 86 87 90 91 95 96 00 01 05

営業利益

景気後退期
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中期計画と利益推移（２）中期計画と利益推移（２） 3



当社事業の特長当社事業の特長

・独自技術による世界NO.1事業の集積

・市場密着型の用途開発による
　　　　　　　有力顧客との強い信頼関係

・高い環境親和型製品の売上比率

・事業の特性に応じたグローバル展開力
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独自技術による世界NO.1事業の集積（1）独自技術による世界NO.1事業の集積（1） 5

多様な高付加価値の
事業ポートフォリオ

地下茎のような有機的な技術の結びつき

世界NO.1事業の集積

酢ビ・ポバール系

イソプレン系

メタアクリル系

高分子合成

＜素材＞ ＜有機合成＞

精密成型

ﾌｨﾙﾑ・ｼｰﾄ・繊維の
　　　　　　　高次加工

長期的な視点で資源を重点投入

独自性の高い
基盤事業

ﾋﾞﾆﾛﾝ
80%

ﾎﾟﾊﾞｰﾙ
30%

ｲｿﾌﾟﾚﾝ
総合展開

NO.1
＜ｸﾗﾘｰﾉ＞

20%
＜ｴﾊﾞｰﾙ＞

70%
（ｸﾞﾗﾌは
TPEのｼｪｱ）



独自技術による世界NO.1事業の集積（2）独自技術による世界NO.1事業の集積（2）
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←高成長（戦略分野） 安定成長→

%：事業連結売上高、営業利益に占める比率（概数）

特長ある製品の用途開発力で多様な市場分野へ浸透

ユーザー産業ポートフォリオユーザー産業ポートフォリオ

IT・電機
20% 自動車

10%
医療･医薬

10%

食品・外食

25% 建築・住宅

10%
家庭用品他

15%
繊維・
紙パ

5%
農水産

5%

医療･医薬

10% 建築・住宅

15%
自動車

10%
IT・電機
15% 家庭用品他

25%

食品・外食

10%
繊維・紙パ

10%

農水産

5%

売上高 営業利益
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ユーザーとの強い信頼関係ユーザーとの強い信頼関係 7

既存事業

有力顧客との協働有力顧客との協働
紙加工剤
強化ガラス
PVAﾌｨﾙﾑ

ﾌﾟﾗｽﾁｯｸ
　ｶﾞｿﾘﾝﾀﾝｸ
床暖房

独自製品の粘り強い用途開発独自製品の粘り強い用途開発

ポバール 繊維糊材
接着剤

食品包装材エバール

新事業

パイオニア的な用途開発･･･顧客との強い絆と信頼

競合メーカーに先駆けて競争力で絶対優位を築く
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R&D

環境親和型の製品群環境親和型の製品群

　　製品群

アスベスト代替ビニロン
揮発ガソリン漏れ防止
エバール
軟質塩ビ・加硫ゴム代替
セプトン
水質・空気浄化活性炭
等

地球環境に負荷の少ない製品群、負荷を減らす製品
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プロセス全体を考えた
環境投資（中期計画約60億円）

環境をビジネスチャンスへ

環境親和型製品売上
1,500億円
連結売上高の

47%

環境投資
01～03年平均

10億円
（設備投資の5%）

環境対応型製造方法の開発
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消費地の近くで
最終加工

製品：クラリーノ
（地域ごとに消費者ニーズ）

中間製品 ･･･日本
最終加工　 ･･･顧客・消費地
　　　　　　　　 （中国、等）

グローバル化戦略グローバル化戦略

適地生産・適地販売　／ ローカリゼーション
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海外売上高1,371億円（比率41.3%）、2005年度50%へ

グローバル生産展開
　　　　･･･５生産拠点

製品：エバール
　　　 ポバール
　　 セプトン
91年度　エバルカ子会社化
99年度　エバールヨーロッパ稼動
01年度　欧州ポバールM&A
02年度　セプカ稼動

国内開発
　　海外マーケティング

製品：歯科材料
　　　オプトスクリーン
ビニロン、クラロンK-Ⅱ

（特殊な技術蓄積が
　　　　　　　　　　大切な製品）
開発･･･国内
マーケティング･･･海外

事業特性に応じた展開

研究開発体制：04年4月米国R&Tセンター開設→世界3極体制確立

10%

20%
55%

海外売上高に
占める割合

海外売上高に
占める割合

海外売上高に
占める割合



中期後半の課題（１）中期後半の課題（１）

スピード不足 起業力不足

優先度の高い
開発投資テーマに
エネルギーを
重点投入

変化の激しい
成長・先端分野へ
積極投入
外部資源の活用
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前中期経営計画：1,089億円
（96年度~00年度）

「G-21」:1,300億円
（01年度~05年度）

設備投資の傾斜投入設備投資の傾斜投入

繊維
24%

繊維
12%

化成品
（酢ビ・ポバール系）
27%

　　　　化成品
（イソプレン系）
　　　　　　23%

　　　　化成品
（メタアクリル系）
　　　　　　6%

　　　　機能材・メディカル
　　　　　　　　　　　6%

　　　　R&D他　14%

化成品
（酢ビ・ポバール系）
50%　　　　化成品

（イソプレン系）
　　　　　　7%

　　　　化成品
（メタアクリル系）
　　　　　　13%

　　　　機能材・メディカル
　　　　　　　　　　　7%

　　　　R&D他　11%



中期後半の課題（２）中期後半の課題（２）
（百万円）
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非繊維 繊維
化成品・樹脂セグメント 機能材料・メディカル他セグメント
繊維セグメント 共通

セグメント別研究開発費セグメント別研究開発費



「G-21」のゴールに向けて（1）「G-21」のゴールに向けて（1）
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2005年度目標

売上高　4,000億円、営業利益　400億円、ROA　8%以上

生産革新による
コストダウン効果

設備投資・開発戦略の
効果発現へ

04（予想）04（予想）
売上高 3,450億円

営業利益 330億円

ROA            8.0%

030302020101

ROA           6.7 %

営業利益 280億円

売上高 3,321億円

ROA           5.5%

営業利益 252億円

売上高 3,225億円

ROA             3.8%

営業利益 190億円

売上高 3,059億円



増減

重点事業

+1,100

<うち戦略領域>

＜+790＞

その他

▲237

「G-21」のゴールに向けて（2）「G-21」のゴールに向けて（2）
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2000年度 2001年度 2002年度 2003年度 2004年度 2005年度

（年度）
重点事業 その他

<うち
戦略領域>

1,537

<850>

1,600

3,137

1,389

<930> <1,050> <1,640>

1,225 1,300

1,670 2,000

2,7003,059 3,225

4,000

単位：億円

（予） （予）

3,321

重点事業の拡大

3,450

1,100

<1,350>

2,350

1,251

2,070

<1,130>



ご注意

金額表示は億円未満四捨五入にしております。

本資料中の業績予想、見通し及び事業計画についての
記載は、将来の事業環境・経済状況等に関する現時点での
仮定・推測に基づいています。実際の業績は、これと異なる
結果となる可能性があることをご承知おき下さい。


